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まえがき

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，ステンレス協会

(JSSA)／財団法人日本規格協会 (JSA) から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの申出が

あり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。これによって，

JIS G 4320:1991 は改正され，この規格に置き換えられる。

今回の改正では，従来の等辺山形鋼のほかに四つの形状を加え，等辺山形鋼，不等辺山形鋼，溝形鋼，

リップ溝形鋼及びハット形鋼の五つに分類するなどの改正を行った。

JIS G 4320 には，次に示す附属書がある。

附属書（参考）　形鋼の標準寸法，断面積，単位質量及び断面特性
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日本工業規格 JIS
G 4320：2003

冷間成形ステンレス鋼形鋼

Cold-formed stainless steel sections

1. 適用範囲　この規格は，構造物などに用いられる冷間成形したステンレス鋼形鋼（以下，形鋼という。）

について規定する。

2. 引用規格　次の規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。こ

れらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。

JIS G 0404　鋼材の一般受渡し条件

JIS G 4304　熱間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯

JIS G 4305　冷間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯

JIS G 4310　ステンレス鋼板及び耐熱鋼板質量算出方法

JIS Z 2201　金属材料引張試験片

JIS Z 2241　金属材料引張試験方法

JIS Z 8401　数値の丸め方

3. 種類の記号　形鋼の種類の記号及び分類は，表 1 による。

表 1　種類の記号

種類の記号 分類

SUS301L オーステナイト系

SUS304
SUS304L
SUS304N2
SUS316
SUS316L
SUS329J4L オーステナイト・フェライト系

SUS430 フェライト系

SUS444

備考1. 表 1 以外に，JIS G 4304 及び JIS G 4305 に規定す

る種類の記号を適用してもよい。

2. 冷間成形形鋼であることを示す必要がある場合に

は，種類の記号の末尾に-CF を付ける。

4. 機械的性質　形鋼の機械的性質は，12.の試験を行い，表 2 による。


